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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

強制労働によって掘られた謎の地
下壕（上）、畑の中にしっかりした
レンガ積みの敷石が残っている朝
鮮人の宿舎跡（下）　　　　　　　

作
品
を
見
る
来
訪
者

公
演
後
の
舞
台
裏
の
見
学
を
楽
し

む
子
ど
も
た
ち
＝
７
月
27
日
、
国

立
文
楽
会
館　
　
　
　
　
　
　
　

日
時　

９
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分

旅
程　

 

難
波⇒

梅
田⇒

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
神
戸
工
場⇒

有
馬
温

泉
・
月
光
園⇒

六
甲
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス⇒

梅
田⇒

難

波

会
費　

大
人
１
万
円
、
子
ど
も
（
小
学
生
以
上
）
５
千
円

申
し
込
み
締
切
日　

８
月
20
日
（
水
）

※
参
加
人
数
が
20
人
に
達
し
な
け
れ
ば
中
止
し
ま
す

大
阪
市
東
部
・
北
部
・
南
部
地
区
主
催

残
暑
疲
れ
を
有
馬
温
泉
で
癒
す
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　

９
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

保
険
医
会
館
２
階
会
議
室　
　

定
員　

40
人　

講
師　

 

永
瀬
佳
孝
氏
（
森
之
宮
医
療
大
学
大
学
院
保
健
医
療

学
研
究
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
南
部
地
区

歯
科
診
療
に
役
立
つ
口
腔
解
剖
学
の
基
礎

日
時　

９
月
28
日（
日
）午
前
10
時
30
分
〜
正
午（
現
地
集
合
）

会
場　

 

大
山
崎
山
荘
美
術
館
（
Ｊ
Ｒ
山
崎
駅
、
阪
急
大
山
崎

駅
徒
歩
10
分
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
は
入
館
無
料

定
員　

30
人

内
容　

 

モ
ネ
の
名
作
「
睡
蓮
」
ほ
か
、
絵
画
や
陶
磁
器
な
ど

の
展
示
を
見
学
し
ま
す

※
終
了
後
、
昼
食
懇
親
会
（
会
費
３
千
円
）
有
り
。
希
望
者

の
み

三
島
地
区
文
化
企
画

大
山
崎
山
荘
美
術
館
で
ア
ー
ト
な
お
散
歩

日
時　

８
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

西
岡
ひ
と
み
氏
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）

会
費　

会
員
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

心
通
わ
す
接
遇
〜
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
一
歩
ふ
み

こ
ん
だ
お
・
も
・
て
・
な
・
し
〜

日
時　

８
月
23
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
）

会
費　

会
員
・
家
族
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

※
月
刊
保
団
連
臨
時
増
刊
『
保
険
医
へ
の
税
務
調
査
２
０
１

３
年
改
訂
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催
講
習
会

医
療
機
関
へ
の
税
務
調
査
で
気
を
つ
け
る
こ
と

〜
納
税
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
に
〜

日
時　

９
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
・
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
主
催

口
腔
外
科
シ
リ
ー
ズ
企
画
第
３
弾

「
歯
科
に
お
け
る
抗
菌
薬
の
使
い
方
」

　

顎
関
節
症
と
は
「
顎
関
節

や
咀
嚼
筋
の
疼
痛
、
関
節

（
雑
）
音
、
開
口
障
害
あ
る

い
は
顎
運
動
異
常
を
主
要
症

候
と
す
る
障
害
の
包
括
的
診

断
名
で
あ
る
。
そ
の
病
態
は

咀
嚼
筋
痛
障
害
、
顎
関
節
痛

障
害
、
顎
関
節
円
板
障
害
お

よ
び
変
形
性
顎
関
節
症
で
あ

る
」（
２
０
１
３
日
本
顎
関
節

学
会
改
定
）と
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
か
な

か
そ
の
本
質
が
理
解
で
き

ず
、
結
局
は
「
顎
関
節
症
＝

こ
わ
い
or
よ
く
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
る
先
生
方
も
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。ま
た
、顎

関
節
症
の
患
者
が
来
院
し
た

場
合
の
対
応
と
し
て
は
「
ち

ょ
っ
と
様
子
を
見
た
ら
？
」、

「
と
り
あ
え
ず
ス
プ
リ
ン
ト

い
れ
と
く
？
」、「
ち
ょ
っ
と

歯
を
削
っ
て
お
こ
う
か
？
」

と
な
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
陥
る

原
因
と
し
て
、
顎
関
節
症
の

症
状
や
治
療
方
法
に
つ
い
て

正
し
く
情
報
が
更
新
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
学
生
時
代
に
授
業

で
習
っ
た
知
識
で
止
ま
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
先
生
方
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い

は
、
情
報
過
多
の
時
代
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
知
識

を
得
て
し
ま
っ
て
い
る
先
生

方
も
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

今
回
の
講
演
で
は
、
顎
関

節
症
と
い
う
疾
患
の
正
し
い

と
ら
え
方
と
診
断
法
に
つ
い

て
解
説
し
、
さ
ら
に
病
態
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
と
病
因
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
い
う
治
療
戦
略
を

説
明
し
て
ゆ
く
予
定
で
あ

る
。
特
に
病
因
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
は
〝
Ｔ
Ｃ
Ｈ
（Tooth 

Contacting Habit

）〞
を
中

心
に
そ
の
概
念
、
Ｔ
Ｃ
Ｈ
に

よ
る
為
害
性
、
Ｔ
Ｃ
Ｈ
の
具

体
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
な

ど
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
し

て
ゆ
く
予
定
で
あ
る
。

※
９
月
21
日
午
前
10
時
〜
午

後
１
時
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

　

脱
原
発
を
広
げ
よ
う
と
、

「
お
お
さ
か
医
科
歯
科
九
条

の
会
」
は
６
月
15
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
元
ス
イ
ス
大
使

の
村
田
光
平
氏
を
招
き
、
講

演
会
と
映
画
上
映
会
を
開
催

し
た
。
会
員
や
一
般
市
民
な

ど
76
人
が
参
加
し
た
。

　

村
田
氏
は
「
フ
ク
シ
マ
と

核
廃
絶
〜
元
外
交
官
が
語
る

日
本
の
歴
史
的
貢
献
」
と
題

し
て
講
演
。「
核
の
平
和
利

用
を
名
目
に
放
射
能
事
故
を

矮
小
化
す
る
も
の
」
と
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子
力
機
関
）

を
断
罪
。　

　

原
発
再
稼
働
を
進
め
る
安

倍
政
権
の
原
発
政
策
を
批
判

し
た
村
田
氏
は
、「
福
島
原

発
事
故
の
危
機
を
脇
に
置
い

て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
、「
原
発
か
ら
撤

退
こ
そ
、
日
本
の
歴
史
的
貢

献
」
と
語
っ
た
。

　

講
演
前
に
は
鎌
仲
ひ
と
み

監
督
の
「
小
さ
き
声
の
カ
ノ

ン
」
を
上
映
。
映
画
は
、
放

射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
守
る

た
め
に
声
を
上
げ
る
福
島
県

の
母
親
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
集
め
た
作
品
。

　

余
技
展
は
７
月
８
日
か
ら

12
日
ま
で
、
薬
業
年
金
会
館

で
開
催
。
今
年
は
15
人
か
ら

26
点
の
出
展
が
あ
っ
た
。
絵

画
や
写
真
に
加
え
て
、
陶
芸

作
品
な
ど
も
多
数
出
展
が
あ

っ
た
。

　

７
月
27
日
に
国
立
文
楽
会

館
で
行
わ
れ
た
文
楽
特
別
公

演
「
親
子
劇
場
」
に
は
、
大

人
21
人
、
子
ど
も
９
人
が
参

加
し
た
。
大
阪
を
舞
台
に
し

た
新
作
『
か
み
な
り
太
鼓
』

な
ど
を
観
劇
。
桐
竹
勘
十
郎

氏
に
よ
る
舞
台
裏
見
学
会
を

行
っ
た
。

顎関節症はこわくない！
病態治療と病因治療（TCHを中心に）

西山　暁（東京医科歯科大学大学院医歯学総合
研究科顎関節口腔機能学分野助教　）

お
お
さ
か
医
科
歯
科
九
条
の
会

元
ス
イ
ス
大
使　

村
田
光
平
氏
が
講
演

原
発
撤
退
こ
そ
日
本
の
貢
献

女性医師・
歯科医師の会

余
技
展
、文
楽
鑑
賞
開
催

　

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会
は
７
月
、
毎

年
恒
例
の
余
技
展
と
親
子
で
文
楽
を
見
る
会

を
開
催
し
た
。

岬
町

大阪の大阪の
戦跡

大阪の
戦跡

⑲機関紙協会大阪機関紙協会大阪
坂手崇保坂手崇保

潜
水
艦
造
っ
た
川
崎
重
工
工
場

関西電力㈱
多奈川第二火力発電所
関西電力㈱
多奈川第二火力発電所

阪南市阪南市
岬町岬町

泉南市泉南市

関西国際空港関西国際空港

泉佐野市泉佐野市

　

日
本
の
潜
水
艦
建
造
本
拠

地
の
一
つ
で
あ
る
神
戸
港
で

は
、
川
崎
重
工
と
三
菱
重
工

神
戸
造
船
所
の
ド
ッ
ク
に
入

っ
て
い
る
自
衛
隊
の
潜
水
艦

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
戦
前
、
岬
町
に
も
川
崎

重
工
泉
州
工
場
が
あ
り
、
潜

水
艦
が
造
ら
れ
て
い
た
。
現

在
の
関
西
電
力
多
奈
川
第
二

発
電
所
が
あ
る
場
所
だ
。

捕
虜
を
強
制
労
働

　

日
中
全
面
戦
争
へ
の
突
入

で
海
軍
か
ら
艦
船
の
大
幅
な

建
造
を
求
め
ら
れ
て
い
た
川

崎
造
船
（
１
９
３
９
年
川
崎

重
工
と
改
称
）
は
、
42
年
に

大
阪
府
多
奈
川
村
と
深
日
村

（
現
在
の
岬
町
）
に
工
場
建

設
を
決
定
。
海
軍
は
ド
ッ
ク

の
建
設
を
進
め
た
。
同
地
が

選
ば
れ
た
の
は
、
海
岸
部
に

水
深
が
あ
り
岩
盤
が
強
固
で

あ
る
こ
と
か
ら
だ
っ
た
。
資

材
運
搬
な
ど
の
必
要
か
ら
南

海
電
鉄
も
42
年
多
奈
川
線
の

建
設
に
着
手
し
た
。

　

谷
川
地
区
は
瓦
の
生
産
で

有
名
で
、
建
設
予
定
地
域
に

は
多
数
の
民
家
が
あ
っ
た
。

強
制
徴
用
に
対
す
る
住
民
の

抵
抗
が
大
き
く
、
丸
３
年
を

要
し
た
。
結
局
そ
の
多
く
が

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

工
場
の
建
設
工
事
に
は
、

大
阪
俘
虜
（
捕
虜
）
収
容
所

多
奈
川
分
所
に
収
容
さ
れ
た

ア
メ
リ
カ
軍
３
０
０
人
、
オ

ラ
ン
ダ
軍
60
人
の
捕
虜
が
狩

り
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

大
阪
拘
置
所
の
数
百
人
の
囚

人
が
海
軍
側
の
建
設
作
業
に

従
事
し
た
。

謎
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

　

谷
川
地
区
の
谷
川
橋
の
東

側
に
は
、
緑
に
覆
わ
れ
た
丘

に
地
下
壕
が
残
さ
れ
て
い

る
。
高
さ
２
・
８
㍍
、
幅
２

・
４
㍍
、
長
さ
は
１
５
９
㍍

と
大
き
な
も
の
だ
。
ア
メ
リ

カ
人
元
捕
虜
の
「
私
は
大
阪

の
多
奈
川
と
い
う
と
こ
ろ
で

朝
鮮
の
人
た
ち
と
ト
ン
ネ
ル

を
掘
ら
さ
れ
て
い
た
」
と
い

う
証
言
を
毎
日
新
聞
が
報
じ

た（
90
年
10
月
）が
、
そ
の
使

用
目
的
に
つ
い
て
は
、「
地

下
工
場
」「
倉
庫
」
な
ど
の

説
が
あ
る
が
謎
の
ま
ま
だ
。

　

工
場
建
設
と
並
行
し
て
南

海
多
奈
川
線
の
建
設
工
事
な

ど
土
木
・
建
築
作
業
に
朝
鮮

人
労
働
者
も
動
員
さ
れ
た
。

３
千
人
を
超
え
る
朝
鮮
の
人

た
ち
が
寝
起
き
し
た
宿
舎
跡

の
敷
石
が
今
も
残
っ
て
い

る
。
多
奈
川
の
正
教
寺
で

は
、
事
故
な
ど
で
死
亡
し
た

朝
鮮
人
13
体
の
遺
骨
を
預
か

っ
て
い
た
。
戦
後
、
遺
族
に

引
き
取
ら
れ
た
遺
骨
も
あ
っ

た
が
、
現
在
も
４
体
の
骨
壷

が
残
さ
れ
て
い
る
。
ち
ゃ
ん

と
法
名
も
つ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
時
の
住
職
の

分
け
隔
て
な
い
姿
勢
が
う
か

が
い
知
れ
る
。 
（
つ
づ
く
）

講
演
す
る
村
田
氏
＝
６
月

15
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　


